
開催⽇時 2026年4⽉21⽇(⽕)
セミナー︓10時〜11時 Web同時開催

＊セミナーのみ可
デモ ︓11時〜15時 ＊休憩含む

セミナー内容
dPCRの原理・リアルタイムPCRとの⽐較
解析事例およびアプリケーションのご紹介
QIAcuityデジタルPCRシステムのご紹介

デジタルPCR(dPCR)は、リアルタイムPCRに次ぐ第三世代のPCR技術として、近年需要が
⾼まっています。dPCRは、スタンダードが不要かつ増幅効率の影響を受けない絶対定量
により、リアルタイムPCRでは難しかった分析・解析もできるようになりました。

本セミナーでは、リアルタイムPCRとの違いやメリットを紹介するとともに、dPCRの実際
のワークフロー、解析事例やアプリケーションについてご紹介します。dPCRにご興味を
お持ちの⽅はもちろん、普段リアルタイムPCRを⽤いた実験をされている⽅、これから
リアルタイムPCRを始める⽅も是⾮ご参加ください。

問い合わせフォーム︓
https://gene4.knit.kagoshima-u.ac.jp/grc/?page_id=8

お問い合わせ
先端科学研究推進センター遺伝⼦実験部⾨
内線︓3581

【デジタルPCRセミナー・デモ】
デジタルPCRの定量原理と解析事例
〜 qPCRの⼿軽さでdPCRの精度を〜

申込みはこちら



QIAcuityデジタルPCRシステムは、変異検出、コピー数変動(CNV)解析、遺伝⼦発現解析、
ゲノム編集解析などにおいて、⾼精度かつ多重化された定量結果を提供するよう設計されている。
本システムはナノプレートベースを採⽤しており、分配(partitioning)、サーマルサイクリング、イメージ
ングからなる標準的なデジタルPCRワークフローを、最⼩限の⼿作業で実⾏可能なウォークアウェイ型
の⾃動化プラットフォームとして統合している。

項⽬ 仕様

処理プレート数 1プレート
解析時間 約2時間

スループット 最⼤480サンプル／8時間シフト +
オーバーナイト（96ウェル）

検出チャンネル数 6

検出チャンネル

■ Green︓FFAM™, EvaGreen®

■ Yellow︓HEX™, VIC®

■ Orange︓TAMRA™
■ Red︓ROX™, Texas Red®

■ Far Red︓Cy5.5®, ATTO 680,700
■ Crimson︓Cy5

《デモ機仕様》

QIAcuity One(5plex)
製品ホームページはこちら

デジタルPCR QIAcuity One
実機デモンストレーションのご案内

QIAcuityの主な特⻑および利点︓

・統合型のデジタルPCRシステム
・⾼い定量性能と検出感度
・反応液をプレートに分注 → シーリング → 装置にセットのシンプルなワークフロー
・オールインワンシステムによる全⾃動処理
・2時間/ラン、24または96サンプル同時測定などハイスループットに対応
・⾼いコストパフォーマンス
・21 CFR Part 11対応


